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Abstract:Thispaperdescribestodevelopanautomatedpolarizedmicmscopicimagemanagementsystemfbrsupporting
asbestosqualitativeanalysis,DispeI窓ionstainingisavisualobservationmethodanditisdoneasthatthe

expertscountallparticlesintheviewofthemicroscopeandalsothenumberofthefibrousasbestosfibers・

Forsupportingthiswork,Ｗｅａ1℃developingaparticledetectionmicroscopicsystem,Aprototypesystemis
developedanditsresultisdiscussed．

１．緒言

近年，アスベストによる健康被害報告が相次ぎ，ア

スベストの危険性が認知されてきた．現在ではアスベ

ストに対する様々な対策が実施されており，そのため

にもアスベスト含有に関する分析は必要不可欠になっ

ている．アスベスト含有に関する分析対象として，建

材製品中のアスベスト繊維を対象とするものと，気中

で採取されたアスベスト繊維を対象とするものがある．

気中を対象としたアスベストの目視分析支援に関する

研究開発はすでに行われている１１２)'3)'4)が，本研究であ

つかう建材中を対象とした分析では，基本的な測定原

理は近いものの，ＪＩＳ規格5)によって，観察手順，基準

が異なっている．アスベスト分析作業においては，ま

ず，建材から採取した試料中にアスベスト繊維が有害

な程度含まれているか否かを調査する定性分析が実施

される．このうち，目視による定性分析として，試料

を特定の屈折率をもった浸液に浸し，偏光照射時に発

生する分散色を指標としてアスベスト繊維検出を行う

分散染色法が採用されている5)．この手法では，顕微鏡

視野内の建材等の粒子数を計数した際に,３つの浸液に

浸した観察試料各々 から１０００以上の粒子を数え，つま

り，３試料から３０００以上の粒子を計数した中に４本以

上の有害アスベスト繊維（アスペクト比３．０以上）が

確認された場合にアスベスト含有であると判定される

5)．しかしながら’顕微鏡を用いた目視による高精度な

判定は作業者に負担がかかり，非効率的であることが

指摘されている●そこで,分散染色法によるアスベス

ト分析作業の支援技術開発は急務である．このため

我々はアスベスト分析作業の支援の実現を目指して，

実現のための基盤となる’計算機を用いた顕微鏡画像

の自動取得・保持・閲覧を可能とする顕微鏡画像管理

システム6),7）（Fig.1）の開発を行ってきた．

本稿では，アスベスト定性分析作業支援のため，顕

微鏡画像に対し粒子候補を検出し，顕微鏡画像ととも
に閲覧を可能とする粒子候補検出顕微鏡システムにつ

いて報告する．

Fig.１．顕微鏡画像管理システム
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画像取得山Ｉ結果保存

度で撮像した顕微鏡画像二枚からアスベスト繊維の色

変化の特徴を用いることで高い精度でのアスベスト繊

維を分類できる．
2.1粒子候補検出顕微鏡システムの構成

ＪＩＳ規格により定められた公定法５)を参考にすると，分散

染色法を用いた定性分析支援のためのシステムとしての機能

要件は，少なくとも以下の機能が必要である．

１．観察対象位世を自動検出し，指定範囲内で偏光角度を

変化させた顕微鏡画像を自動撮像

２．撮像条件等との整合を保って顕微鏡画像の自動保

存・管理

３．顕微鏡画像に対する粒子候補検出・自動保存・管理

４．モニタ上での撮像結果・検索結果・粒子候補の呼び出

し・閲覧

２．３閲覧GuI部

閲覧GUI部は，オペレータから入力された撮像条件等の情

報に基づいて，顕微鏡画像管理システムのデータベースから

該当する試料に関する顕微鏡装霞で自動撮像された画像を呼

び出し，部分領域画像や部分領域画像から構成される傭鰍画

像をモニタ上に提示する役割を担う．オペレータは粒子検出

手法を選択し，指示することで，部分画像や傭撤画像上に粒

子候補領域を観察評価の支援情報として提示することが可能

となっている．

ここで，要件1.2.は顕微鏡画像管理システム617)を用い

ることとし，要件３．４．の達成を目指す．この要件に基づい

て，粒子候補検出顕微鏡システムの設計を行った（Fig.2）．

３．機能検証実験

Fig.３は試作システムにより，データベース内の顕微

鏡画像に対して粒子候補領域を検出しているものであ

り，Fig.4.は試作システムを用いて粒子候補検出結果をデ

ータベースに登録された試料の一部を，閲覧GUI部に表示し

たものである．図中の左下のパネルが，画像の撮像位置

情報をもとに再構成された撮像対象領域全体のうち現

在表示している領域を示し，左上ウィンドウが周辺９

視野の画像を傭撤提示，右ウィンドウが傭撤提示内赤

枠領域の部分画像を提示している．ここで，黄色の矩

形で囲まれた領域が粒子候補である.Fig.５はFig.４で示
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顕微鏡西像管理システム

Fig.４．ＧＵＩを用いた試料の閲覧および

粒子候補領域の表示
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２．粒子候補検出顕微鏡システム

Fig.２粒子候補検出顕微鏡システムの構成

2.2粒子検出エージェント部

顕微鏡画像と粒子候補の呼び出し・閲覧を行うにあたり，

顕微鏡画像管理システムにより自動保存された顕微鏡

画像に対し，粒子候補を検出し検出結果の保存を行うこと

が必要である．粒子検出エージェント部は，オンラインで保

存された顕微鏡画像を取得，顕微鏡画像管理システム

のデータベースにアクセスし粒子検出が行われている

かを確認，検出が行われていない場合には指定した粒

子検出手法による検出を行いデータベースに検出結果

および用いた検出手法のＩＤを登録するソフトウェアエ

ージェントである．

粒子検出の手法として,石津らによる手法8)を用いた．

この手法は，顕微鏡画像一枚から背景領域を抽出する

ことが可能であり，同じ対象領域を異なる偏光板の角

Fig.３．粒子候補検出エージェント
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すGUIの操作メニューバーの一部を拡大したものであ

り，オペレータの指示により粒子候補領域の表示・非

表示が選択できる．また，現在表示されている候補領

域の数もここに表示され，計数作業の補助的な役割を

担うことが可能である．
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Fig.５．粒子候補領域の表示・非表示

３．結言

本稿では，分散染色法による建材中アスベストの定

性分析作業支援するために顕微鏡画像に対し粒子候補

を検出し，顕微鏡画像とともに閲覧を可能とする粒子

候補検出顕微鏡システムの開発について報告を行った．

自動撮像・保存された顕微鏡画像に対し粒子候補領域

を検出し，データベースにオンライン登録・オペレー

タの指示により任意に閲覧可能な機能を実現した．

今後は，観察評価支援情報として提示される粒子候

補領域を，試料やオペレータの選択した条件により粒

子候補領域ごと表示・非表示を選択可能な機能を実装す

ることで，より高機能な作業支援を実現していく予定で

ある．
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